
自尊感情と人権感覚 

                                                                 校 長   川越 順郎 
 
  今月の１日（木）～７日（水）を人権週間と位置づけ，人権学習（各学級道徳科で１時間）
・「心の木」の掲示・人権集会等を行いました。本年度は，『人権の花運動』実施校として５
月に開校式をして取り組みました。（目的：配布された花の種子，球根などを，児童が協力し
ながら育成することを通して，協力，感謝することの大切さを学ぶとともに，豊かな情操とや
さしい思いやりの心を育て，人権尊重の思想をはぐくむこと）７日には，ご多用の中，早朝か
ら多くの来賓の方々に来校していただき閉校式を行いました。閉校式では，五位塚市長から子
どもたちに「相手を思いやる心の大切さ」についてお言葉をいただきました。閉校式後も子ど
もたちの意識が途切れることなく，この取り組みが，ひまわりのように自分のこととして心に
太い茎をもって根付いてくれることを願います。 

  子どもたちの人権についての意識を高めるためには，その源となる人権感覚を育てていく必
要があると思います。人権感覚とは，人権の価値やその重要性にかんがみ，人権が擁護され，
実現されている状態を感知して，これを望ましいものと感じ，反対に，これが侵害されている
状態を感知して，それを許せないとするような，価値志向的な感覚であるとされています。こ
のような人権感覚を身に付けるには，自分自身の「自尊感情」を高めていくことが大切と考え
ます。「自尊感情」とは，あまり日常では聞き慣れない言葉で，なにげなく字面を見れば想像
はつくような････って感じではないでしょうか。自尊感情には，似た言葉に「自己尊重感」と
か「自尊心」とか「自己肯定感」というのもありますが、英語だと全部「self-esteem（セル
フ・エスティーム）」というように同じような意味として捉えられています。自尊感情の高い
人とは調べてみるとおおよそ次のような人になるようです。 

 ① 自分で自分を尊重できている人  
 ② ありのままの自分に OK を出せるので、他者の評価はあまり気にならない人 
 ③ 批判されても適切に対処することができる人 
 ④ 自分を大切にするように、相手を尊重し、対等な関係を築くことができる人  
 ⑤ 他者の成功を自分のことのように喜び、嫉妬することがあまりない人 
          参考資料：「自分に OK を出せる！子どもの自尊感情を育てるには（著者福田由紀子）」 
  学校では，「自尊感情」を「子どもたちが，よりよい人間関係を築いた中で，他者の評価や
自己の成長や失敗に左右されずに，自分の全てをあるがままに受け入れ，自分を大切な存在と
して尊重する感情」と具体的に，捉えて指導を行うよう努力しています。 

  現在、身近に起こっている人権課題は，多くの偏見によって生まれ続いているものであると
言われています。新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い，新たな差別意識として，新型コロ
ナウイルスへの感染のおそれや不安などから，感染者やそのご家族に対する誹謗・中傷，イン
ターネット上での悪質な書き込み等が行われ，医療機関や介護施設，物流・交通事業，小売業
等で働いておられる方々への差別的言動も発生してきました。 このように，人権課題は人々
が生活していく中で，新しく多くのものが積み重なっていっているのが現状に思われます。こ
のように増え続ける人権課題について子どもたち一人一人が直面し解決していくためにも，子
ども一人一人の「自尊感情」を高めることが大切であると思います。 

  このことは，子どもたちを教育し，導く立場にいる私たち大人がまず，「自尊感情」を高め
る必要があります。私たち大人社会の人間関係の中で，先ほど述べました①～⑤の項目につい
て振り返り自分の「自尊感情」について考えてみる機会をもっていただければありがたいと思
います、学校でも職員自らが「自尊感情」を高め，今後，人権課題を具体的に取り入れた授業
を展開し子どもたちに具体的な場面を通して，「自尊感情」を高めさせ，人権感覚の向上につ
なげていきたいと思います。 

学校だより「笑顔・歌声・夢・花いっぱい」 

            輝け諏訪の子 

  曽於市立諏訪小学校 令和４年１２月 Ｎｏ.８   http://www12.synapse.ne.jp/suwa-es/ 



  
 
 

 
 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

         

＜本校各学年の総合 1 位＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 名前 距離 記録 

１ 井上 愛望 1，000m ５分 22 秒 

２ 重村 崇人 1，200m ５分 47 秒 

３ 福元 清永 1，500m ６分 19 秒(新) 

４ 福留 優斗 1，500m ６分 04 秒(新) 

５ 出水 彩葉 2，000m ８分 58 秒    

６ 上村 一心 2，000m ７分 59 秒 

22 日(木) さんぺい号 

23 日(金) 終業式   

24 日(土) 冬休み 

(～1/9) 

  

 

 

12 月後半 
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掲載おめでとう南日本新聞 
11 月 22 日「子供のうた」 

２年 森山 悠   

11 月 23 日「子ども五･七･GO」 

３年 小堀快斗 

       

 

  

＜曽於市読書感想文コンクール＞ 

 最優秀賞  ４年 福﨑 晴太 

 特  選  2 年 久保 銀士 

 

 

  

  

受賞・おめでとう 

 11 月 18 日低学年の 3 校交流学習があ

りました。光神小・深川小の友達を迎え，

いつもよりたくさんの人数で学習しまし

た。また，来年会いましょう。 

 12 月 6 日，光神小と合同で持

久走大会を実施しました。今年も

両校の卒業生でもある 3 名の県下

一周駅伝選手がサポートしてくだ

さいました。そのおかげもあり，

新記録が 2 つ出ました。多くの子

が，練習の時の自分の記録を超え

られたようです。すべての子が金

メダル，ブラボーです。 

1 月行事予定 

10 日(火)始業式 
17 日(火)鹿児島学習定着度調査 
    （～18 日，5 年生） 
19 日(木)さんぺい号 
31 日(火)中学校入学説明会 

(6 年生) 
 

 11 月 1９日，地震･火災の避難訓練を行い
ました。火災報知器も実際にならしての訓練
でしたが，混乱することなく冷静に対応でき
ていました。火遊びは絶対にしません。 

 11 月２４日，1･2 年生が「秋祭り」を実

施しました。神輿を担ぎ，お店屋さんを開き

ました。たくさんのお客さんに来てもらい，

大満足の子どもたちでした。 

 11 月 14 日，日本醤油協会の方に来てい

ただき，３･4 年生に出前授業をしていただき

ました。大豆の力を知り，その栄養価の高さ

に驚いていました。よい経験ができました。 


